














神障害者の地域生活支援活動にまで広がってきた。さらに 1990 年代に入ると、 精神障害者
の手記が Journal に多数掲載されるようになり、そこからリカバリーの概念が発展していっ








































①  運営するにあたりリーダーの責任分担をどのようにしているのか 
②  運営について、どのように物事を決定しているのか 
③  当事者運営サービスが peer や伝統的な精神保健福祉サービスに与える影響について 
④  当事者運営におけるアドボカシーサービスの機能と有効性について 


































 ニューヨーク市において 1990 年代に Howie という当事者が、身体障害者の自立生活運動に影
響を受け当事者によるアドボカシー運動を始めて、最初のディレクターを担い、ピアトレーニン
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